
令和８年度第３回鳴門市地域公共交通活性化協議会 
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（１）鳴門市地域公共交通計画中間見直し案について  

（２）鳴門市公共交通維持改善調査業務に係る進捗状況について  
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【資料１】  鳴門市地域公共交通計画中間見直し案  

【資料２】  鳴門市地域公共交通維持改善に向けた調査業務  

【参考資料】鳴門市地域公共交通計画（中間見直し版）（案）  
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鳴門市地域公共交通計画の中間見直し （案） 

1 中間見直しについて 

本市では、令和５年２月に鳴門市地域公共交通計画を策定し、市民や交通事業者、行政等の関係者が

連携して地域公共交通を確保・維持・改善していくものとしています。計画策定から４年が経過し、中間年

度を迎えたことから、設定した目標値に対しての達成状況のみならず、各事業の進捗状況等を踏まえて

計画の進捗状況を評価し、今後の施策を検討することとします。 

２ 鳴門市地域公共交通計画の達成状況の評価指標と現状値について 

鳴門市地域公共交通計画では、計画の達成状況を把握するため、３項目の評価指標を設定しており、

これらの現状値については下記のとおりです。なお、計画策定時の基準年については、新型コロナウイル

ス感染症による公共交通利用への影響を踏まえ、令和元年度を基準としています。 

（１）市内公共交通の年間利用者数 

指 標 
計画策定時 

（令和元年度） 

直近の現状値 

（令和７年度） 

目標値 
中間 

評価 中間年 

（令和８年度） 

目標年 

（令和１２年度） 

年間 

利用者数 

市内の主要駅 ４７０,３８８人 ４１２,４８９人 ４４６,９００人 ４２３,４００人 未達成 

徳島バス市内 

流入路線 
５１８,８７５人 ５８５,１０４人 ４９２,９００人 ４６７,０００人 達成 

鳴門市地域 

バス 
３０,０７８人 ２７,６３２人 ２８,６００人 ２７,０００人 未達成 

計 １,０１９,３４１人 1,０２５,２２５人 ９６８,４００人 ９１７,４００人 達成 

（２）市内公共交通の年間運賃収入および公的資金投入額 

指 標 
計画策定時 

（令和元年度） 

直近の現状値 

（令和７年度） 

目標値 中間 

評価 中間年 

（令和８年度） 

目標年 

（令和１２年度） 

年間 

運賃収入 

徳島バス市内 

流入路線 
２０５,８２７千円 ２１２,３３４千円 １９５,５００千円 １８５,２００千円 達成 

鳴門市地域 

バス 
１,０２１千円 ８９０千円 ９７０千円 ９２０千円 未達成 

収支率 

徳島バス市内 

流入路線 
50.75％ ３４.８６％ 50.75％ 50.75％ 未達成 

鳴門市地域 

バス 
4.49％ ３.８７％ 4.49％ 4.49％ 未達成 

公的資金投入額※ 

（交通対策費） 
１４６,７６０千円 １５６,４６３千円 １５４,０００千円 １６０,０００千円 未達成 

※ 公的資金投入額＝本格運行中の市内公共交通に係る市負担額（運行委託料・補助金等）の合計。 
実証運行・実証実験に係る経費は対象外とし、参考値として別途公表する。 

（３）市内公共交通カバー人口比率 

指 標 
計画策定時 

（令和元年度） 

直近の現状値 

（令和７年度） 

※暫定値 

目標値 中間 

評価 中間年 

（令和８年度） 

目標年 

（令和１２年度） 

公共交通カバー人口比率 79.4％ 79.4％ 85% 90% 未達成 

資料１ 
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３ 各指標における現状値の考察 

（１）市内公共交通の年間利用者数 

①市内の主要駅に係る鉄道利用者数（R８目標値：４４６,９００人 R７現状値：４１２,４８９人） 

市内主要駅の乗降客数は、令和元年度までは概ね横ばいで推移していましたが、新型コロナウイル

ス感染症の流行に伴い、特に鳴門駅において大きく減少しました。中でも、定期利用者以外の一般利

用者の減少が顕著であり、観光需要の減少等が主な要因の一つと考えられます。 

その後は、社会経済活動の回復に伴い利用者数も回復傾向にありますが、令和７年度の利用者数は

４１２,４８９人となっており、中間目標値を下回っています。今後は、観光需要の回復状況等を注視する

とともに、鳴門駅周辺や大麻町におけるまちづくりの構想・取組と連携し、駅を起点とした人の流れの

創出や公共交通の利用促進を図るなど、鉄道利用者の確保に取り組む必要があります。 

 

駅別年間乗降客数（普通）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：四国旅客鉄道（株） 

駅別年間乗降客数（定期）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：四国旅客鉄道（株） 
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②徳島バス市内流入路線に係る利用者数（R８目標値：４９２,９００人 R７現状値：５８５,１０４人） 

鳴門線の利用者数は令和２年に大きく減少しました。新型コロナウイルス感染症の流行による観光

客の減少が要因の一つとして考えられ、その後は回復傾向が続き、令和７年には４３６,０５６人となっ

ています。なお、立道線、鳴門藍住線の利用者数は概ね横ばいに推移しています。鳴門藍住線について

は、路線の利用実態等を踏まえ、令和６年２月１日のダイヤ改正により廃止され、鳴門線の新系統に再

編されています。 

鳴門公園線については、令和４年まで減少傾向が続いた後、回復基調にあるものの、コロナ禍前の

水準までは戻っていない状況です。一方、北泊線、引田線、鳴門大麻線については、令和２年に利用者

数が減少した後、回復傾向にあり、沿線住民の日常的な交通手段として利用されていることが推察さ

れます。 

これらを合わせた徳島バス市内流入路線の令和７年度の利用者数は、５８５,１０４人となっており、

中間目標値を上回っています。今後も、路線ごとの利用実態や需要特性を踏まえながら、通勤・通学、

買物、通院、観光等の多様な移動需要に対応した利用促進を図る必要があります。 

 

徳島バス利用者数の推移（自社路線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市提供資料 

徳島バス利用者数の推移（協定路線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市提供資料 
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③鳴門市地域バス利用状況（R８目標値：２８,６００人 R７現状値：２７,６３２人） 

市内循環線の利用者数は平成２７年をピークに減少傾向にあり、令和２年には新型コロナウイルス感

染症の影響により大きく減少しました。その後、一定の回復が見られるものの、令和元年と比較すると、

利用者数は依然として低い水準にあります。 

また、里浦粟津運動公園線と高島線については、平成２９年をピークに減少傾向が続いています。要

因として、児童・生徒数の減少や、新型コロナウイルス感染症の流行に伴う休校等が利用者数の減少に

影響したものと考えられます。 

令和７年度の鳴門市地域バスの利用者数は、２７,６３２人となっており、中間目標値を下回っていま

す。今後は、今後は、地域の人口動態や公共交通の利用実態を踏まえ、住民の移動ニーズに対応した運

行内容の見直しや利用促進を図る必要があります。 
 

地域バス利用者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市提供資料 

④市内公共交通の年間利用者数の合計（R８目標値：９６８,４００人 R７現状値：１,０２５,２２５人） 

市内主要駅、徳島バス市内流入路線、鳴門市地域バスの利用者数を合計すると、令和７年度は１,０２

５,２２５人となっており、中間目標値９６８,４００人を５６,８２５人上回っています。また、令和元年度の

１,０１９,３４１人と比較しても、５,８８４人の増加となっており、公共交通全体としては、新型コロナウイ

ルス感染症流行前と同程度の利用者数が確保されています。 

一方で、利用者数の推移を交通モード別に見ると、市内主要駅及び鳴門市地域バスでは中間目標値

を下回っている一方、徳島バス市内流入路線では中間目標値を上回っており、交通モードによって利

用状況に差が生じています。 

今後は、利用者数が減少している交通モードや路線について、その要因や利用実態を把握するとと

もに、通勤・通学、買物、通院等の市民の日常生活に必要な移動手段としての役割を踏まえ、それぞれ

の交通モードや路線の特性に応じた利用促進や利用環境の改善を図る必要があります。 

また、観光客等の来訪者による移動需要についても、地域住民の生活交通の確保を基本としつつ、

公共交通の利用促進につながる需要として適切に取り込むことで、公共交通の利用者数の確保・維持

を図り、令和１２年度の最終目標値の達成につなげていく必要があります。 
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（単位：人） 

指 標 
令和 

元年度 

令和 

２年度 

令和 

３年度 

令和 

４年度 

令和 

５年度 

令和 

６年度 

令和 

７年度 

年

間 

利

用

者

数 

市内の主要駅 ４７０,３８８ ３２０,９１９ ３３２,465 ３７１,８２４ ４０７,１２０ ４０７,１６７ ４１２,４８９ 

徳島バス市内 

流入路線 
５１８,８７５ 328,664 335,094 ４１６,１７７ 498,372 510,486 ５８５,１０４ 

鳴門市地域 

バス 
３０,０７８ ２３,９１６ ２４,４２０ ２３,４４３ ２４,１５２ ２４,６９１ ２７,６３２ 

計 １,０１９,３４１ 673,499 ６９１,９７９ ８１１,４４４ ９２９,６４４ ９４２,３４１ １,０２５,２２５ 

資料：市提供資料 

 

（２）市内公共交通の年間運賃収入および公的資金投入額 

①徳島バス市内流入路線に係る運賃収入・収支率の推移 

（運賃収入 R８目標値：１９５,５００千円 R７現状値：２１２,３３４千円） 

（収支率  R８目標値：５０.７５％     R７現状値：３４.９％） 

徳島バス市内流入路線の運賃収入は、利用者数の推移と概ね同様の傾向を示しており、特に鳴門線、

鳴門公園線では、新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、令和２年に大きく減少しました。その後は

回復傾向にあり、令和７年度の年間運賃収入は、２１２,３３４千円となり、中間目標値を上回っています。 

一方、収支率は令和元年度の５０.７５％に対し、令和７年度は３４.9％となっており、中間目標値を

下回っています。利用者数の回復や令和６年１０月の運賃改定により運賃収入は増加しているものの、

計画策定時と比較して、賃金水準の上昇や燃料費等の運行経費の増加など、路線バスを取り巻く事業

環境が変化していることから、収支率の改善は限定的な状況となっています。 

今後は、利用者の確保・利用促進を図るとともに、人件費や燃料費等の動向を踏まえ、運行の効率化

や利用実態に応じた運行内容の見直しなど、収支改善に向けた取組を進める必要があります。 
 

徳島バス運賃収入の推移（自社路線） 
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徳島バス運賃収入の推移（協定路線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市提供資料 

 

徳島バス収支率の推移（自社路線・協定路線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市提供資料 
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②鳴門市地域バスに係る運賃収入・収支率の推移 

（運賃収入 R８目標値：９７０千円 R７現状値：８９０千円） 

（収支率  R８目標値：４.４９％  R７現状値：３.８７％） 

鳴門市地域バスの年間運賃収入は、利用者数の減少等に伴い全体として減少傾向にあります。市内

循環線については、令和４年に運賃収入が増加したものの、その後は概ね横ばいで推移しています。令

和７年度の年間運賃収入は、８９０千円となっており、中間目標値を下回っています。 

また、収支率についても、令和元年度の４.49％に対し、令和７年度は３.87％となっており、中間目

標値を下回っています。利用者数及び運賃収入の確保が収支率の改善に向けた課題となっています。 

一方、地域バスは、市営バスの廃止に伴い、市民の日常生活に必要な移動手段を確保するために導

入された公共性の高い交通手段であることを踏まえ、利用実態や運行経費等を勘案しながら、利用促

進や運行の効率化など、持続可能な運行に向けた取組を進める必要があります。 

 

地域バス運賃収入の推移 
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③公的資金投入額（交通対策費）の推移（R８目標値：１５４,０００千円 R７現状値：１５６,４６３千円） 

本市の交通対策費は、年度によって増減があるものの、一定の事業費が生じています。令和７年度

の交通対策費は、１５６,４６３千円となっており、中間目標値１５４,０００千円を２,４６３千円上回ってい

ます。 

公共交通を維持・確保するためには、今後も継続した取組が必要であり、利用状況や運行経費等を

踏まえ、必要な公共交通サービスを確保しながら、持続可能な公共交通体系の構築を図る必要があり

ます。 

 

鳴門市交通対策費の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市提供資料 

（３）公共交通カバー人口比率（R８目標値：85％ R７現状値：７９.４％（暫定）） 

公共交通カバー人口比率は、計画策定時の７９.４％に対し、令和８年度の中間目標値を８５％、令和

１２年度の目標値を９０％としています。令和７年度の現状値については、令和７年国勢調査の人口デ

ータが現時点で利用できないことから、令和２年国勢調査の人口データを用いて算定した７９.４％を

暫定値としています。 

一方、計画策定後、公共交通空白地域の解消に向け、鳴門市企業等送迎車両活用事業補助金を活用

した移動支援事業が実施され、大津町矢倉地区、瀬戸町島田地区、大麻町において、地域の実情に応

じた移動手段の確保が進められています。矢倉地区、瀬戸町島田地区では本格運行に移行しており、

地域や企業等による取組により、日常生活における移動環境の充実が図られています。 

今後は、これらの取組を引き続き支援するとともに、地域ごとの人口分布や移動需要等を踏まえ、

デマンド交通をはじめとする新たな運行形態についても検討し、地域の特性に応じた移動手段を組み

合わせることで、令和１２年度の目標値９０％の達成につなげていく必要があります。なお、令和７年国

勢調査の人口データが利用可能となった段階で現状値を改めて算定し、取組の効果を検証します。
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４　各事業の進捗状況

計画目標 事業 施策 取組状況（令和７年度時点）
中間
評価

①路線の効率的な運行に向けた
再編・新たな路線の開設

R5年度：路線バスの再編（鳴門藍住線の廃止・鳴門線新系統への再編）
R6年度：路線バスの再編（北泊線の延伸（岡崎→ボートレース鳴門））
R7年度：路線バスの再編（鳴門公園線上り便終点（一部）変更（鳴門郵便局前→鳴門駅前））

○

②駅や高速バス停を中心とした
乗り継ぎネットワークの構築

R5年度：高速鳴門バス停前新設（小鳴門橋廃止による再編）・路線バス全便の鳴門駅乗り入れ
R6～R7年度：高速鳴門バス停周辺における路線バスの乗入れの可能性について検討

○

③ダイヤ改正および乗り継ぎなど
運行調整による利便性向上

R5年度：路線バス全便の鳴門駅乗り入れ・路線再編に伴うダイヤ改正
R6年度：国際便の就航にあわせたダイヤ調整（鳴門公園線）・路線バスの発着地の変更（鳴門大麻線）
R7年度：交通事業者と連携し、効率的な乗継ぎを実現できるダイヤ改正等を検討

○

④新たな移動手段の確保

鳴門市企業等送迎車両活用事業支援補助金を活用し、地域の実情に応じた移動支援を実施するとともに、実証運行から本格運行への移行を推進
R5年度：矢倉地区における教習所の送迎車両を活用した移動支援の実証運行
R6年度：矢倉地区における移動支援の本格運行・島田地区におけるNPO法人と連携した移動支援の実証運行
R7年度：島田地区における移動支援の本格運行・大麻町における社会福祉法人と連携した移動支援の実証運行

○

⑤既存の交通資源の活用

鳴門市企業等送迎車両活用事業支援補助金を活用し、地域の実情に応じた移動支援を実施するとともに、実証運行から本格運行への移行を推進
R5年度：矢倉地区における教習所の送迎車両を活用した移動支援の実証運行
R6年度：矢倉地区における移動支援の本格運行・島田地区におけるNPO法人と連携した移動支援の実証運行
R7年度：島田地区における移動支援の本格運行・大麻町における社会福祉法人と連携した移動支援の実証運行

○

⑥分かりやすい路線情報の提供
R5年度：市公式ウェブサイト等を活用した時刻表情報の発信・市役所前バス停へのデジタルサイネージ導入準備
R6年度：市役所前バス停へのデジタルサイネージの設置
R7年度：バス路線図の張替え・バスロケーションシステムの利用推進

○

⑦IoT、AIを活用した
配車システムの導入

先進事例の調査・デマンド交通事業者への聞取り・情報収集・導入の可能性について検討 △

⑧シームレスに公共交通を利用
するための決済システムの構築

R5年度：キャッシュレス決済の導入に向けた検討
R6年度：地域バスにおけるキャッシュレス決済導入（PayPay）に向けた事業者との協定締結
R7年度：キャッシュレス決済導入（路線バス・地域バス）

○

⑨快適な待合環境の整備
R5年度：老朽化したバス停の設備改善・危険バス停の解消
R6～R7年度：老朽化したバス停の設備改善・安全対策の実施

○

⑩デマンド交通等の立寄箇所の
整備

鳴門市企業等送迎車両活用事業支援補助金を活用した移動支援事業における立寄箇所について、地域住民や事業者等との協議を踏まえ、乗降スポッ
トの設定及び利用者への案内環境の整備を実施
R5年度：矢倉地区における乗降スポットの設定
R6年度：島田地区における乗降スポットの設定
R7年度：大麻町における乗降スポットの設定

○

⑪駐車場、駐輪場の維持・整備 駐車場、駐輪場の整備の必要性について検討 △

⑫運賃、割引制度の見直し 公共交通機関の利用促進につながる割引制度の検討 △

⑬商業者等と連携した公共交通
利用促進策の展開

利用促進に向けた商業者等との連携方策を検討 △

⑭観光需要を見据えた公共交通
利用促進策の推進

一般路線バス１日オールフリー乗車券、鳴門満喫きっぷの販売（徳島バス） ○

⑮市民懇談会の継続運営 地域公共交通会議・地域活性化協議会等の開催 ○

⑯交通教育・イベントの充実
・市民向け交通安全講座の実施（出前講座、インターンシップ）
・バスの乗り方教室の実施（市内小学校）

○

○：現時点で実際に取組がある事業・△：検討や情報収集を実施した事業・×：未実施や廃止の事業

３新たな需要の
創出に向けた

公共交通利用の促進

（５）新たな需要の
創出

（６）地域で支える
意識の醸成

１最大効率による
持続可能な公共
交通体系の構築

（１）モーダル
ミックスの
推進

（２）新たな運行
形態の導入

２利用者ニーズに
適応した公共交通
サービスの提供

（３）つなぐ仕組み
の構築

（４）交通結節点の
環境整備
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５　各事業の今後の方向性

計画目標 事業 施策 中間見直し後の方向性 区分

①路線の効率的な運行に向けた
再編・新たな路線の開設

利用実態や人口動態等を踏まえ、運行体系の見直しを継続します。 継続

②駅や高速バス停を中心とした
乗り継ぎネットワークの構築

鉄道、バス等の乗継環境の充実を図ります。 継続

③ダイヤ改正および乗り継ぎなど
運行調整による利便性向上

交通事業者等との連携によるダイヤや乗継環境の改善を継続します。 継続

④地域特性に応じた新たな運行形
態の検討・導入

地域ごとの人口分布や移動需要、既存の交通サービスの利用状況等を踏まえ、デマンド交通等の新たな運行
形態について検討します。

見直し
具体化

⑤既存の交通資源の活用 企業等の送迎車両等、地域の交通資源の活用を継続します。 継続

⑥分かりやすい路線情報の提供 利用者に分かりやすい公共交通情報の提供を継続します。 継続

⑦IoT、AIを活用した
配車システムの導入

IoT、AI等を活用した効率的な運行の実現に向け、乗合タクシーやデマンド交通等の導入検討とあわせて、引
き続き検討します。

継続

⑧シームレスに公共交通を利用
するための決済システムの構築

キャッシュレス決済等の利用環境の充実を図ります。 継続

⑨快適な待合環境の整備 安全性、快適性等を踏まえた待合環境の整備を継続します。 継続

⑩デマンド交通等の立寄箇所の
整備

新たな運行形態に応じた乗降箇所等の整備を進めます。 継続

⑪駐車場、駐輪場の維持・整備 駐車場、駐輪場の適切な維持・整備を継続します。 継続

⑫運賃、割引制度の見直し 公共交通の利用促進と持続可能性を踏まえ、運賃、割引制度について引き続き検討します。 継続

⑬商業者等と連携した公共交通
利用促進策の展開

商業者等と連携した公共交通の利用促進に向けた取組を継続します。 継続

⑭観光需要を見据えた公共交通
利用促進策の推進

観光需要を含む多様な利用者の公共交通利用を促進する取組を継続します。 継続

⑮交通人材の確保・育成支援 交通事業者等と連携し、公共交通を支える運転者等の確保・育成に向けた取組を検討します。 追加

⑯市民懇談会の継続運営 地域住民との意見交換を通じ、地域の公共交通に関する意見やニーズの把握に努めます。 継続

⑰交通教育・イベントの充実 交通教育やイベント等を通じて、公共交通への関心や利用意識の向上を図る取組を継続します。 継続

３新たな需要の
創出に向けた

公共交通利用の促進

（６）地域で支える
意識の醸成

（５）新たな需要の
創出

１最大効率による
持続可能な公共
交通体系の構築

（１）モーダル
ミックスの
推進

（２）新たな運行
形態の導入

２利用者ニーズに
適応した公共交通
サービスの提供

（３）つなぐ仕組み
の構築

（４）交通結節点の
環境整備

- １０ -
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目標３：新たな需要の創出に向けた公共交通利用の促進 

事業５ 新たな需要の創出 

事業⑤-４：交通人材の確保・育成支援 

概要 

 公共交通を持続的に確保するため、交通事業者等と連携し、運転者をはじめとする公共交通を支え

る人材の確保・育成を図る。 

具体的な内容 

 交通事業者等と連携した交通人材の確保・育成に向けた方策の検討 

 

参考事例：交通事業者による運転手の就業支度金に対する支援 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            出典：岡山市 HP                          出典：十日町市 HP 

 

実施主体 

鳴門市、交通事業者等 
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６ 中間見直しのまとめ 

 

項目 中間見直しの方向性 

基本方針・計画目標 
計画策定後の取組状況や地域公共交通を取り巻く状況を踏まえて検証し、 

現行の方向性を基本的に維持 

評価指標 
令和７年度現状値を踏まえて達成状況・課題を整理し、令和１２年度の 

目標達成に向けた取組を継続 

目標達成に向けた事業 
令和５年度から令和７年度までの取組状況を踏まえ、基本的な取組を 

継続するとともに、必要に応じて内容を具体化 

新たな取組 「交通人材の確保・育成支援」を追加 

 

今回の中間見直しでは、計画策定後の取組状況や評価指標の達成状況、地域公共交通を取り巻く環境

の変化を踏まえて計画の内容を検証しました。 

基本方針・計画目標は現行の方向性を基本的に維持し、目標達成に向けた事業については、取組状況

や今後の課題を踏まえ、継続・内容の具体化等を行います。また、交通人材の確保・育成について、新たに

取組として位置付けます。 
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持続可能な公共交通･社会の実現へ

2026.9.

ネクスト･モビリティ株式会社

鳴門市
地域公共交通維持改善に向けた
調査業務
市域全体の現状分析と新たな交通サービスの導入検討

資料２
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アジェンダ

これまでに実施した現状分析から課題を整理し、優先エリアと手法を検討したうえで、運行モ
デルの方向性をご報告いたします。

1 市域全体の現状分析と課題 地形・交通空白エリア・人口減少と高齢化

2 検証エリアの選定と手法の検討 移動手段の比較検討と4エリアの相対評価

3 運行モデルのご提案 エリア別の運行モデルと大麻エリアの潜在需要

4 交通事業者へのヒアリング 市内タクシー5社への個別ヒアリングと担い手確保の可能性
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これまでの検討の全体像

3種類の調査を並行して実施し、その結果を突き合わせて優先エリアを絞り込み、運行モデル
の設計に接続しています。

INPUT｜3つの調査

① 交通空白分析

（GIS・国勢調査100mメッシュ）

② 事業者データ分析

③ 事業者ヒアリング

（市内タクシー5社）

絞り込み

• 交通空白人口率と需要予測

を掛け合わせ、4エリアを

相対評価

• 供給側（事業者の余力・参

画条件）の制約を重ね合わ

せて実現可能性を判定

OUTPUT｜設計

• 優先エリアの特定

• 優先エリアにおける導入手

法の検討

• 当該エリアの運行モデル案

の提示

3つの調査を元に、実証運行の実施に効果的なエリアの絞り込みと運行モデル案について、検討を進めてま

いりましたので、ご報告させていただきます。
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1. 市域全体の現状分析 -市域の地形と公共交通の現状-

市の北部・島嶼部は傾斜の急な山間地で、JR鳴門線より南と鳴門駅周辺が平野部です。バス路
線網は鳴門駅周辺に集中しています。

エリアの特徴

• 北部・島嶼部は山間地。集落は海岸沿いに点在

• 平野部はJR鳴門線以南と鳴門駅周辺に限られる

エリア概況（標高・12の小学校区） 既存交通の概況（バス路線網・鉄道）

• バス路線は鳴門駅周辺に集中し、郊外は鳴門公園線が中心

• 鉄道は鳴門駅・撫養駅・板東駅の順に乗降が多い
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1. 市域全体の現状分析 -交通空白エリアの定量把握-

現行計画と同じ100mメッシュで算出した結果、カバー人口率は83.8％（未カバー8,866人・
16.2％）となりました。現行計画の79.4％から4.4pt改善しています。一方で大麻エリアに交通空白が
多いことが確認できます。

集計単位・条件 交通空白人口
空白率／
カバー率

100mメッシュ／移動支援を考慮
【現行計画と同条件】

（面積按分なし）
8,866人

16.2% ／ 
83.8%

交通空白エリア（島田・大麻の移動支援等を考慮）

出典：2020年度国勢調査 100mメッシュ集計、国土数値情報（2022年度バスルート・バス停留所データ、2024年度鉄道データ）／バッファ：鉄道駅800m・バ
ス停300m・移動支援300m／100mメッシュの面積按分なし。現行計画のカバー人口率79.4％は鳴門市地域公共交通計画による

大麻は、鉄道駅800m・バス停300m・移動支援300mの

いずれの圏域にも入らないエリア（＝交通空白エリア）が最も
広く分布しております。

里浦・岡崎では、鳴門市街地は近い一方で、

一部に鉄道駅・バス停の圏域外となるエリアが含まれます。
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1. 市域全体の現状分析 -人口減少と高齢化の進行-

総人口は2035年に向けて約2割減少する一方、75歳以上人口は約2割増加します。年代に
よって必要な移動支援の内容が変わってまいります。

54,622 人

総人口（2020年 国勢調査）

35.4 %

65歳以上高齢化率

（2020年）

40.9 %

65歳以上高齢化率

（2035年推計）

+19.8 %

75歳以上人口の増加率

（2020→2035年）

将来推計から読み取れること

• 総人口の推計増加率は▲18.7％、65歳以上は▲5.1％にとどまる一方、75歳以上は＋19.8％と増加

• 撫養町斎田（＋323人）・鳴門町高島（＋234人）・瀬戸町明神（＋165人）で75歳以上が大きく増加

• 18歳未満は減少する一方で75歳以上は増加。ただし超高齢層は外出頻度自体が低下するため、年齢構成だけでなく移動

実態の確認が必要

出典：2020年度国勢調査（小地域集計）、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和5年12月推計）」、国土技術政策総合研究所
「将来人口・世帯予測ツールV3」
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2. 検証エリアの選定と手法の検討 -移動手段の比較-

交通空白を埋める手段には複数の選択肢があります。それぞれの特徴と鳴門市での適合性を比
較しました。今回の実証においてはAIオンデマンド交通が望ましいと考えております。

手法 内容 適する条件 鳴門市での評価

AIオンデマンド交通
予約に応じて経路を最適化し
、乗合で効率化

需要が面的に分散し、目的地が
複数ある地域

大麻エリアは空白が面的に広く目的地も分散。少
ない車両で支える手段として適合

定時定路線（既存バス） 決まった経路・時刻で運行
需要が一本の軸上に集中する地
域

北灘は東西の線状構造のため適合。大麻は経路の
選択肢が多く非効率になりやすい。
里浦・岡崎では地域バスがエリア内を運行中。

ライドシェア
（自家用有償旅客運送）

自家用車・地域の担い手が運
送

交通事業者が存在しない、また
は供給が皆無の地域

市内にタクシー5社が営業しており、まず既存事
業者の活用を優先すべき段階

タクシーチケット
（運賃助成）

既存タクシーの運賃を助成
供給に余力があり、少数の移動
を支える場合

5社とも余力が乏しく朝夕は配車が逼迫。
供給量そのものは増えない

地域移動支援（住民互助） 住民主体で近距離を運送
小規模かつ担い手が確保できる
地域

島田・大麻等で実施中。
善意に依存しており持続可能性の確認が必要
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2. 検証エリアの選定と手法の検討 -エリアの選定-

交通空白が一定確認できるエリアから導入候補地を検討いたしました。その結果、4つのエリ
ア（北灘、北泊・島田島、大麻、里浦・岡崎）にて実証エリアを選定することにいたしました。

② 北泊・島田島エリア

④ 里浦・岡崎エリア

③ 大麻エリア（東・西）

① 北灘エリア
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2. 検証エリアの選定と手法の検討 -4エリアの相対評価-

既存バス路線の見直し対象・地域移動支援の実施地区・交通空白がまとまって存在する地区の
3点から4エリアを候補として抽出し、交通空白人口率と需要予測を掛け合わせて相対評価し
ました。

出典：国土数値情報（2022年度バスルート・バス停留所データ）、2020年度国勢調査 250mメッシュ集計、弊社AIオンデマンド交通の全国運行実績に基づく
需要予測

北灘 北泊・島田島 大麻（東・西） 里浦・岡崎

【交通空白の分析範囲】

エリア人口 約2,540人 約2,760人 約13,030人 約11,590人

交通空白人口（総数）
※鉄道駅800m・バス停300m・移動支援
300mの圏域外に居住する人口

810人 447人 4,692人 3,465人

交通空白人口率（総数）
※交通空白人口÷エリア人口で算出

31.9% ○ 16.2% △ 36.0% ○ 29.9% ○

交通空白人口（65歳以上） 351人 202人 1,649人 939人

交通空白人口率（65歳以上）
※65歳以上の交通空白人口÷エリア内の65
歳以上人口で算出

31.1% ○ 16.9% × 35.8% ○ 23.7% △

【新たな交通サービスの運行対象エリア】

面積 約6km2 約10km2 約19km2 約9km2

対象人口 515人 1,704人 5,998人 10,240人

潜在需要（日当たり） 3-8人 10-25人 30-77人 39-98人

必要台数（AIオンデマンド交通） 1台 1台 2-3台 2台

導入優先度 ★☆☆ ★☆☆ ★★★ ★★☆

選定結果： 大麻エリアが空白率36.0%（65歳以上35.8%）・需要規模とも最上位
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3. 運行モデルのご提案 -エリア別の運行モデル-

交通空白が一定確認できるエリアをそれぞれ評価し、導入候補地を検討し、前ページでの結果
の通り、今回は大麻エリアが最も導入候補地として適切であると判断いたしました。

② 北泊・島田島エリア

④ 里浦・岡崎エリア③ 大麻エリア（東・西）

ポイント

北泊付近の利用者は4-5人程度。北

泊線の廃止を検討する場合、NPO運

行の拡張またはAIオンデマンド交通が

代替案。

ただし、NPO運行は善意に依存してお

り、運転者・運営主体・持続可能性の

確認が必要。

導入候補 ★☆☆

導入候補 ★★★

徳島バス北泊線（協定路線）

瀬戸町島田地区移動支援事業

ポイント

地域バスは運行されているものの便数

が少なく、特に岡崎方面は低頻度。

地域バスから、AIオンデマンド交通への

転換案が検討対象。小学生の通学

需要に対しては、事前予約をシステム

に組み込む運用も検討。

導入候補 ★★☆

鳴門市地域バス

徳島バス北泊線（協定路線）

徳島バス大麻線（協定路線）

徳島バス鳴門公園線（協定路線）

大麻町移動支援実証事業

ポイント

大麻線などにより東西方向の移動は

確保されている一方で、南北方向の公

共交通が脆弱。住民の生活圏は市街

地よりも藍住町・北島町に向いている。

AIオンデマンド交通の導入に併せて、

大麻線の急行化が検討対象。

① 北灘エリア

ポイント

市内北部の東西方向を結ぶ線状の地

域構造であり、移動方向も限定的で

あることから、オンデマンド交通による迂

回・乗合最適化の効果は限定的。

既存路線を活用した定時定路線型や

予約制による効率化の検討が最適。

導入候補 ★☆☆

徳島バス引田線（協定路線）
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3. 運行モデルのご提案 -大麻エリアの潜在需要-

最も優先度が高いと考えられる大麻エリアについて、AIオンデマンド交通を導入した際に想定
される潜在需要を算出しております。今後実証運行に向けて具体的なエリアや運行形態につい
ては検討していく予定です。

• エリア対象人口：5,998人（e-stat 統計データ参照）

• サービス登録率：40％（都心25%〜田舎50%） 

• 初回利用率：50％（固定50％）

• 直近利用率：35％（補完25％〜第一手段50％）

• 乗車予約１回あたり同乗客数：1.1

日あたり潜在総乗客数

一人あたり乗車回数/月 日あたり潜在総乗客数(予想)

2 (月1程度) 30.8

4 (2週1往復) 77.0

10 (週1往復) 153.9

20 (3日に1往復) 307.9

大麻エリア 約19km2

出典：国土数値情報（2022年度バスルートデータ、バス停留所データ）および2020年度国勢調査 250mメッシュ集計

潜在需要 30〜77人/日潜在需要の前提条件（他都市の傾向等を元に独自算出）
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4. 交通事業者へのヒアリング –市内タクシー5社の実態と新交通への参画意向-

地域の細やかな需要を拾う担い手として、市内タクシー5社に個別ヒアリングを実施しました
（バス事業者とは別途、適宜情報共有を行っています）。5社合計で車両59台・乗務員約62
名ですが、事業者ごとに営業基盤や需要構成は異なります。

事業者 車両／乗務員 営業基盤・需要構成 主な制約・課題 新交通への意向 供出可能枠

鳴門第一タクシー
20台／

26〜27名
市内全域。市民バスを受託。
生活需要8割・電話配車95%

朝ピークの配車逼迫、夜間需要は半減。
バス「ポンチョ」の大型免許者が不足

受託を検討可
数台

（要協議）

板東タクシー 8台／4名
板東・大麻中心。電話配車ほ
ぼ100%。板東小のスクール
便

稼働は日々2〜3台。遠方は空車回送。
車両手当と最低
保証が前提。た
だし人員不足

実質ゼロ

徳島第一交通 11台／8名
鳴門市街地中心。生活需要8〜
9割。乗務員は5社中で最も若
い

常に依頼を断る状態で余力なし。 受託可 最大2台

えびす鳴門
観光タクシー

12台／14名
市街地中心部。契約輸送が売
上の25%（明神小等のスクー
ル便）

朝夕はスクール便で人員が固定。高齢者
の介助負担と労災リスク

本業優先の範囲
で協力

日中帯のみ

きんときタクシー 8台／10名
松茂〜徳島が主戦場。ビジネ
ス需要7割・生活2割

鳴門市内の営業は限定的
地域のためにな
る事業なら協力
検討

現時点で
受託は希望せ

ず

全社共通の条件： 「本業を犠牲にしない」「収支が赤字にならない」の2点。

事業者によって受託意向や条件に差があるものの、新たな運行形態の担い手となる可能性を確認。

出典：ネクスト・モビリティによる市内タクシー事業者5社への個別ヒアリング（2026年）
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4. 交通事業者へのヒアリング –ヒアリングから見えた3つの構造的制約-

定量データだけでは見えなかった供給側の制約が明らかになりました。運行モデルの前提条件
として反映しています。

1 制約は車両ではなく乗務員

• 5社合計59台に対し乗務員は約62

名。稼働は各社2〜3台にとどまる

• 二種免許の取得費用と乗務員の高

齢化が採用の壁

• 供出可能枠は5社合計でも数台規模。

2 需要データが各社に

閉じている

• 配車の9割超が電話依存でアプリ

はほぼ浸透していない

• 利用実績は各社の社内に蓄積され

、市としてタクシーの移動を把握

するのが困難な状況

• 夜間需要はコロナ前比で半減。供

給減が需要減を呼ぶ悪循環

• 「断られた移動」「諦めた移動」

が統計に一切表れない。

• 現行の通過人員データだけでは潜

在需要を捉えられない。

3 エリアごとに異なる生活

動線

• 大麻地区の生活動線は、市外（北島

・藍住）へ向く傾向

• 特に堀江地区が北島方面、板東地区

が藍住方面への移動需要が高い

• 市内完結を前提とした運行設計では

利用が伸びない可能性。

• 市外拠点への乗り入れ、または鉄道

接続型の設計が論点。

出典：市内タクシー事業者5社への個別ヒアリング（2026年）
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